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【不偏推定量であるが一致推定量でない例】 
 
下の２つの例は、一致性がないことの証明に、推定量の漸近分散が 0 に収束しないことを用いて
いる。 
○ 例 1 
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一致性を満たしていないことがわかる。                      ■ 

（ちなみに、標本平均 ∑
=

==
n

i
in X

n
X

1

1µ̂ を採用すると、 µµ =)ˆ(E n かつ
nn

2

)ˆ(Var σµ = であ

るから、 0lim)ˆ(Varlim
2

==
∞→∞→ nnnn

σµ となって不偏かつ一致推定量であることがわかる。） 

 
○ 例２ 
単回帰モデル ),,1(   nixy iii K=++= εβα を考える。なお、攪乱項 iε については古典的仮
定が成立しているものとする。説明の簡単化のため、 nxxx <<< L21 であるものとしよう。 

 いま、 βの推定量としてノンパラメトリック推定量、
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となって一致性は満たしていないことがわかる。     ■ 


